
平成３１年度 自己評価計画書  

                                    石川県立錦城特別支援学校     (№１） 
重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

（１） 
児童生徒の主体
性を引き出すた
めの授業改善と
専門性の向上を
図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 

チームティーチングの
事前や事後の打合せで指
導のねらいや評価等の共
通理解を行い、効果的な
指導となるようにする。 
 

 
教務課 

チームティーチングの充実につ
いて、昨年度の学校評価において
課題点が明らかとなった。その点
を中心に取り組みを重点化してい
く。 

【努力指標】 
チームティーチングの

効果的な手法について、
授業実践の中で取り組ん
でいる。 

チームティーチングの効果的な手
法(5項目：別途提示)を4項目以上取
り組んでいると答えた職員の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：60％以上 
Ｃ：50％以上 
Ｄ：50％未満 
 

【達成基準】 
Ａ以上 
 
 

 
9月と2月
に教員に
アンケー
トを実施
する 

② 
 
 

専門性の向上を図り、
児童生徒の特性や能力に
応じた授業を展開する。 
 

 

 
教務課 
 

教員の専門性向上を継続してお
り、授業のねらいや個別の目標等
を明確にし、保護者等に十分に説
明できることが必要となる。 

【満足度指標】 
保護者や関係機関の方

々が、本校の授業内容に
満足している。 

授業参観等で授業内容に満足して
いる保護者や関係機関職員の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】 
Ａ以上 
 
 

 
参観者に
アンケー
トを実施
する 

（２） 
系統的にキャリ
ア教育を推進し
、進路支援の充
実を図る。 
 
 
 
 
 
 

① 
 

錦城版キャリア教育プ
ログラムを活用し、児童
生徒一人一人の具体的な
実践を行う。 
 

 
進路支援課 
各担任 

錦城版キャリア教育プログラム
を活用した児童生徒一人一人への
取り組みによるキャリア発達の指
導を充実させる必要がある。 
また、保護者への説明を充実さ

せ関心を高める必要もある。 

【成果指標】 
 錦城版キャリア教育プ
ログラムを個別の教育支
援計画等に位置づけ、個
別のねらいに対して向上
が見られる。 
 

 キャリア発達面の個別設定の項目
で向上が見られた児童生徒の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

 

【達成基準】 
Ｂ以上 
 
 

 
9月,2月
に個人内
評価を行
う 

【満足度指標】 
保護者が、キャリア教育
の取組内容に満足してい
る。 

キャリア教育の具体的な取り組み
内容に満足している保護者の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】 
Ｂ以上 
 
 

9月と2月
に保護者
にアンケ
ートを実
施する 

② 
 

様々な場面であいさつ
ができる児童生徒を育て
る。 
 

 
指導課 
各担任 

限られた場ではあいさつできる
が、日常的に自然にあいさつでき
る児童生徒はまだ少ない。 
個に応じてではあるが、よりよ

いあいさつの仕方の定着を図る必
要がある。 

【成果指標】 
 個に応じた方法であい
さつの仕方に向上が見ら
れる。 

 あいさつの仕方に向上が見られた
児童生徒の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】 
Ｂ以上 
 
 

 
5月,9月,
2月にチ
ェックシ
ートで確
認する 

③ 進路の手引きを活用し
キャリア教育や進路支援
の充実を図る。 
 
 

 

 
進路支援課 
 

進路に関する職員の知識量にば
らつきがある。進路の手引き等の
活用による校内研修会を実施する
などして、専門性の向上を図る必
要がある。 

【成果指標】 
 職員のキャリア教育や
進路に関する知識量に向
上が見られる。 

 キャリア教育や進路情報等につい
て、チェックシートによる一定の達
成度の職員の割合、 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

【達成基準】 
Ｂ以上 
 
 

 
9月,2月
に職員評
価を実施
する 

 



 
 

平成３１年度 自己評価計画書  

                                    石川県立錦城特別支援学校     (№２） 
重点目標 具体的取組 主担当 現 状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

（３） 
児童生徒の安心
・安全に配慮し
た学校づくりを
推進する。 
 
 
 
 
 
 

①  マニュアルやヒヤリハ
ットをはじめ、日常の安
全管理に留意した行動を
とり、事故防止や健康管
理を行う。 
 

 
指導課 

近年、重大な事故はないが、軽
微な事故は発生している。また、
さまざまな配慮を要する児童生徒
も多く、安心・安全な学校づくり
を推進する必要がある。 

【努力指標】 
マニュアルやヒヤリハ

ット、日常の安全管理に
留意した行動をとってい
る。 
 

具体的な行動例(自由記述1項目を
含む7項目：別途提示)に照らして 
「Ａ十分に実践している」6項目以上 
「Ｂ実践している」5項目以上 
 
 

【達成基準】 
Ａ50％以上 
かつ 
Ａ+Ｂ100％ 
 

 
9月と2月
に職員ア
ンケート
を実施す
る 

②  
 

 児童生徒の様子等を職
員間で共通理解を図り、
小さなトラブルを見逃さ
ずに対応していじめの未
然防止に努める。 

 
指導課 
 

 ここ数年は、トラブルはあった
が、いじめには至っていない。今
後も、小さなトラブルを見逃さず
に対応をとる必要がある。 

【努力指標】 
 いじめの未然防止のた
め小さなトラブルを見逃
さずに対応している。 

 見逃さず対応している教員の割合 
Ａ：とてもあてはまる 
Ｂ：あてはまる 
Ｃ：あまりあてはまらない 
Ｄ：あてはまらない 

【達成基準】 
Ａ50％ 
かつ 
Ａ＋Ｂ100％ 

 
9月と2月
に職員ア
ンケート
を実施す
る 

（４） 
教職員それぞれ
の立場で働き方
改革の意義を理
解して取り組み
を進める。 
 
 

①  諸会議等に関して、業
務の効率化を図るため工
夫を行う。 
 

教頭 
 
 

 80時間超の超過勤務の職員はい
ないが、会議等の効率的な運営に
関して工夫改善を行うことにより
、職員の時間を有効に使う意識を
高めたい。 
  

【努力指標】 
 会議の効率化のために
具体的な行動を行ってい
る。 

具体的な行動例(自由記述の1項目
を含む5項目：別途提示)に照らして
、 
「Ａ十分に実践している」5項目 
「Ｂ実践している」4項目 
 
 

 
 

【達成基準】 
Ａ50％以上 
かつ 
Ａ＋Ｂ100％ 
 
※勤務時間調
査結果の分
析も加味し
て評価する
。 

 
9月と2月
に職員ア
ンケート
を実施す
る 
 

    

（１）①の5項目 
・事前の児童生徒の個別の目標の共通理解 
・事前の支援内容の共通理解 
・事前の評価の仕方の共通理解 
・共通理解を図った事項に注意して授業を行っている。 
・事後の評価や支援内容の反省に基づく改善策検討   

（３）①の7項目 
・教室、廊下等のゴミに気付く等、些細なことに心を配る。 
・教員の目が届いていない場面がないか気を配る。 
・教室の整理を行い不要物はない。 
・担当している児童生徒の緊急マニュアルを確認する。 
・避難訓練前にマニュアル等を確認する。 
・授業等でのヒヤッとしたことを他の教員と共通理解する。 
・上記以外で各自が実践していることを１つ自由記述 
 

（４）①の5項目 
・会議資料は2日前までに配付する。 
・配付資料に目を通して会議に臨む。 
・提案や説明の際に「何分間程度」等決めて臨む。 
・会議時間を短くするように意識している。 
・上記以外で各自が実践していることを１つ自由記述 
 

 

 


